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VOと日

1人
口・世帯数

1 人口………

1     男
―     女

世帯数……

前年比

290(+6)
135(+2)
155(+4)
114(+4)

令和6年 4月 1日 現在

題宇 大塞昭二 會
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北陸新幹線の金沢―敦賀間 (延長約

125km)は 3月 16日 に延伸開業さ

れました。金沢開業から9年 、これで

石川県内 lよ前線開業となりました。

観光 &ビ ジネス需要の倉」出、被災

地復興の原動力として期待が高まり

ます。             ―ィ

町内会長挨拶……

町内3団体の抱負

定期総会報告、役員一覧 ・

総人夫、花壇植替え 。…∵

能美線ウォー微 他

能登半島地震、他

慶弔、行事予定
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己けんどうまち広報 (2)

tメ ご挨拶―嘲、
|｀

今
年
、
３
度
目
の
町
内
会
長
に
任
命
さ

れ
、
は
や
４
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

長
く
続

い
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
の
付
き
合

い
方
も
、
昨
年
５
月

に
５
類
に
緩
和
さ
れ
て
以
降
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
と
同
様
な
対
応
に
変
わ

っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
為
、
昨
年
は
町
内
会

行
事
も

コ
ロ
ナ
前
に
近

い
形

で
行
う

こ

と
が
出
来
、
今
年
は
更
に
楽
し
く
行
え
る

も
の
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
１
月
１
日
午
後
４
時

１０
分
、
能
登
半
島
を
震
源
と
し
た
大
地
震

が
発
生
し
、
多
く
の
方

々
の
命
と
日
常
を

奪

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
町
内

の
皆
さ
ん

も
そ
れ
ぞ
れ
に
命
を
守
る
為

の
行
動
を

取
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。
そ

の
後
、
津
波

に
対
す
る
避
難
を
促
す
案
内
が
続
け
ら

れ
て
い
た
為
、
能
美
市
内

の
主
要
な
道
路

で
は
根
上
地
区
か
ら
辰
口
地
区

へ
避
難

す
る
車

の
列
で
渋
滞
が
発
生
し
ま
し
た
。

幸

い
な
こ
と
に
、
町
内

の
方
で
大
き
な
ケ

ガ
や
命
を
無
く
し
た
方
が
無
か

っ
た
よ

う
で
し
た
の
で
良
か

つ
た
の
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家

で
屋
根
や
壁
な
ど

の
破
損

や
家

の
中
で
日
用
品
が
破
損
し
て
し
ま

い
、
余
震
も
収
ま
ら
な

い
中
、
後
片
付
け

に
大
変
だ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ

の
よ
う

な
大
変

な

ス
タ
ー
ト
を

切

っ
た
令
和
６
年
で
す
が
、
＞」
の
経
験
を

活
か
す
べ
く
災
害
時
に
は
皆
が
助
け
合

う
事
が
出
来
る
五
間
堂
町
に
な
る
よ
う
、

町
内

の
皆
さ
ま

の
絆
が
少
し
で
も
強
く

な
る
為

の
取
り
組
み
を
行
え
れ
ば
と
考

え
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年

の
秋
に
予
定
し

て
い
る
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
＞こ
の
度

の

震
災

の
経
験
を
活
か
し
た
訓
練
を
行
え

る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

l11,1
キ、

||り

9‐ 9W申 00

間
堂
町
町
内
会
長

‥
廣
田
１
孝
司
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今
年
は
楽
し

い
事
も
多
く
行

っ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。
３
年
目
を
向
か
え

る
五
間
堂
ま
ち
創
造
倶
楽
部

の
活
動
で

は
、
今
年
も
子
ど
も
会
に
よ
る
花
壇

の
電

飾
事
業
を
行
う
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

過
去
２
年
間

の
実
績
を

ベ
ー
ス
に
更
に

素
晴
ら
し

い
も

の
が
出
来
上
が
る
と
思

い
ま
す
。
五
間
堂
町

の
玄
関
口
と
し
て
、

多
く

の
方

々
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
も

の
と
期
待
し
ま
す
。

最
後
に
、
あ
と
８
ヶ
月
、
町
内
会
役
員

の
方

々
や
各
種
団
体

の
方

々
と
力
を
合

わ
せ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
宜

し
く
お
願

い
し
ま
す
。

時
駒

し
て
、命
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無
病
息
災
を
祈
る
左
義
長

晴
天
に
恵
ま
れ
た
１
月
１４
日
（
日
）
恒

例

の
左
義
長
が
子
ど
も

の
広
場

に
て
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
９
時
３０
分
よ
り
受
付
を
開
始
し
、

各
家
庭
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
、
神
社
の
御

札
や
し
め
飾
り
、
破
魔
矢
、
縁
起
物
、
書

初
め
の
紙
を
積
み
上
げ
て
、
午
前
１０
時
に

火
が

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
燃
え
さ
か
る
炎
や
舞

い
上

が
る
灰
に
今
年

一
年

の
無
病
息
災
や
家

内
安
全
、
習
字

の
上
達
な
ど
を
願

い
ま

し
た
。

左
義

長

に
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
町

内
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（澤
田
信
市
　
記
）
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(3) 己けんどうまち広報

老
人
ク
ラ
プ

会

長
　
澤
田
　
信
市

こ
の
た
び
、
役
員
経
験
が
な

い

一
般
会
員

の
私
が
、
突

然

６６
名

の
会
員
を
有
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
引
き

受
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
１
月
１
日
午
後
４
時
１０
分
に
起
き
た
能
登

半
島
地
震
で
能
登
半
島
は
震
度
７
の
大
き
な
災
害
に
見
舞

わ
れ
、
町
内
に
お
い
て
も
震
度
５
強
の
地
震
に
数
件
の
建
物

や
神
社
の
鳥
居
な
ど
が
損
傷
し
ま
し
た
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
報
道
を
見
る
に
つ
け
、
能
登
で
は
高
齢

化
率
が
５０
％
を
超
え
る
中
、
過
酷
な
被
害
の
状
況
と
と
も

に
高
齢
者

の
ふ
る
さ
と
愛
や
地
域
の
絆

の
強
さ
に
驚
か

さ
れ
ま
す
。

本
会
の
目
的
は
、
「会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
連
帯
の

輪
を
広
め
、
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
会

の
事
業
や
花
壇

の
お
世
話
、
町
内
会

の
行
事

な
ど

へ
の
参
加
を
通
じ
て
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
や
皆

さ
ん
が
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
て
、
元
気
で
楽
し
く
過
ご
せ

る
よ
う

一
緒
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

主
な
行
事
予
定

５
月

２６

日

８
月

２０

日

１０
月

６

日

翌
１
月
下
旬

春
季
Ｇ
ゴ
ル
フ
大
会

交
通
安
全
教
室

秋
季
Ｇ
ゴ
ル
フ
大
会

令
和
７
年
総
会

壮
年
団

団

長
　
秋
田
　
昌
彦

今
年
度
、
壮
年
団

の
団
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願

い
し

ま
す
。

近
年
、
団
員
数

の
減
少
傾
向
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
今
年
度
も
新
た
に

新
団
員
が
加
わ
り
、
大
変
嬉
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
少

な

い
団
員
数

で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
と
共
に
力
を
合

わ
せ
て
、
壮
年
団
活
動
を
行

っ
て
ま

い
り
た

い
と
思

い

ま
す
。

壮
年
団

の
行
事
、
活
動
と
し
て
は
例
年
同
様

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
、
ア
メ
シ
ロ
防
除
、
海
岸
清
掃
、
道
路
愛
護

デ
ー
、
町
内

一
斉
美
化
運
動
、
親
睦
会
等
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら

の
壮
年
団

の
行
事
、
活
動
を
通
じ
て
団
員

の
皆

様
と

の
絆
を
さ
ら
に
深
め
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

団
員

の
皆
様
に
は
色

々
と
お
願

い
す
る
事
が
あ
る
と

思

い
ま
す
が
、
ガ」
理
解
と
ご
協
力

の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

主
な
行
事
・活
動
予
定

根
上
校
下
壮
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ア
メ
シ
ロ
防
除

海
岸
清
掃
。町
内
道
路
愛
護
デ
ー

町
内

一
斉
美
化
運
動

7766
月 月 月 月
27 7 30 2
日 日 日 日

婦
大
会

会

長
　
中
町
亜
希
子

今
年
度

の
婦
人
会
役
員
は
、
会
長

中
町
亜
希
子
、
副

会
長

寺
田
千
春
、
書
記

今
井
加
代
子
、
会
計

澤
田
香
織

の
４
名
で
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
年
間
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
町
民
の
皆
様
に
は
「
早
煮
昆
布
」
の
購

入
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

４
月
に
は
新
た
に
２
名

の
会
員
が
増
え

２‐
名
で
の
活

動

ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
さ
れ
て

い
た
婦
人
会
活
動
も
徐

々
に
再
開
さ
れ
賑
や
か
な

一
年

を
想
像

し

て

い
ま
し
た
が
、
残
念
な

こ
と

に
年
明
け

早
々
の
地
震
に
よ
り
怖
く
辛

い
思

い
を
さ
れ
た
こ
と
と

思

い
ま
す
。

活
動
を
通
じ
て
少
し
で
も

楽
し
い
交
流

の
場
に
な
れ
ば

と
思

い
ま
す

の
で
、
お
忙
し

い
と
は
思

い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
ご
参
加
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

１０
月

６
日

Ｈ
月

３

日

翌

２
月

中

主
な
行
事

・活
動
予
定

婦
人
会
親
睦
会

秋
の
神
社
清
掃

チ
ャ
リ
テ
イ
ー
バ
ザ
ー

婦
大
会
総
会

7
月
上
旬

0
グ|
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己けん避うまち広報 (4)

１
月
３
日
（水
）
午
後
１
時
半
か
ら
公
民
館
大
広
間
に
て
２９
名

（
２８
世
帯
）
の
出
席
と

４３
世
帯
の
委
任
状

を
受
け
た
中
、
令
和
６
年
の
五
間
堂
町
定
期
総
会
が
開
か
れ
、
次
の
条
件
が
審
議
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
令
和
６
年
の
役
員
改
選
を
行
い
ま
し
た
。

65444321
．

イ
一
み

ヽ
一
ノ

・

3 2

(単位 :円 )

(こ の表は令和6年定期総会資料より抜粋したもので硯 )

す
Ｆ
ケ
・・……
Ｉ

Ｉ

杞
瑚
唆
‘酎
や

令
和
５
年

令
和
５
年

令
和
５
年

令
和
６
年

令
和
６
年

令
和
６
年

令
和
６
年

そ
の
他

．″一， 一，や， ｒ　　・汁一〓

事
業
活
動
報
告

町
内
会
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告

神
社
会
計
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告

事
業
計
画
（案
）

市
道
拡
張
工
事

・公
民
館
倉
庫
整
備
等

（案
）

事
業
活
動
年
間
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
（案
）

町
内
会
収
支
予
算

（案
）

党.

令和 5年 五間堂町町内会 決算報告

項  目 R5年決算額 R4年決算額 差引増減額

前 年 繰 越 金 503,693 545,308 -41,615

当期 収 入 額 7,692,716 4,648,894 3,043,822

当期 支 出額 7,706,639 4,690,509 3,016,130

次 年 繰 越 金 489,770 503,693 -13】 923

町
内
会

（協
議
員
）

町
内
会
長

町
内
会
長
代
理

総
務

公
民
館
長

福
祉
厚
生
係

環
境
係

放
送
係

会
計
係

生
産
組
合
長

相
談
役

ク

神
社
総
代

麻
田
　
　
衛

澤
田
　
信
市

宇
野

松
上

神
谷

松
田

大
窪

邦
彦正

泰
至

直
秀

健

一

澤
田
　
信
市

神
野
　
誠
次

角
谷
　
伸
三

秋
田
外
志
子

角
越
　
邦
子

松
木
　
清
栄

南
　
外
志
男

秋
田

澤
田

神
野

昌
彦

信
泰

充
彦

中
町
亜
希
子

寺
田
　
千
春

今
井
加
代
子

澤
田
　
香
織

寺
田
　
　
充

南
山
　
康
規

廣
田

角
越

角
谷

釜
谷

中
町

本
谷

麻
田

寺
田

中
野

大
窪

澤
田

澤
田

孝
司

茂
樹

正
樹

伊
織

重
信

利
博

良
久

周
央

誠
実

昭
二

信
市

信
春

ク

監
事
　
　
　
　
　
中
町
　
　
勉

ク
　
　
　
　
　
　
三
階
　
明
弘

各
種
委
員

民
生
児
童
委
員

　

中
野
み
ど
り

福
祉
推
進
員

　

　

中
町
　
　
勉

ク
　
　
　
　
　
道
上
　
純
子

健
康
づ
く
り
推
進
委
員広

田
三
枝
子

交
通
安
全
協
会
代
議
員

角
越
　
修
吾

街
頭
交
通
推
進
隊
員

南
　
　
賢
次

根
上
地
区
防
犯
委
員

三
階
　
明
弘

学
校
運
営
協
議
会
委
員
（福
小
）

澤
田
　
信
春

環
境
美
化
推
進
員

今
井
加
代
子

ク
　
　

　

　

釜
谷
　
一手
子

ク

町
内
班
長

１
班
吸
長

２
班
班
長

３
班
班
長

４
班
班
長

５
班
斑
長

老
人
ク
ラ
ブ

会
長

副
会
長

庶
務
会
計

女
性
部
長

女
性
副
部
長

ケ

事
務
局

壮
年
団

団
長

副
団
長

会
計

婦
人
会

会
長

副
会
長

書
記

会
計

Ｐ

Ｔ

Ａ

根
中
地
区
会
長

福
小
地
区
会
長

Vol.632024.04.30



(5) 己けんどうまち広報
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導

者

郵

澪

や

準

辞

冷

■

恥

Ｉ

考

蜂

薄

薄

袢

辞

浄

准

■

手

，、
群

】

対

‐翠

撫
藩
ヾ
曇
肺
用
．琲
愁
船
竜
衛
炉
煽
ハ総
込
盗
汗
撫
一篭
餐
許
．

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

併

杵

卜

拝

}

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

F

ト

ト

|

ト

μ

「

ト

ト

ト

県
内

の
広

い
範
囲
で
被
害
を
及
ぼ
し
た
能

登
半
島
大
地
震
で
し
た
が
、
幸

い
農
地
周
辺

へ
の
大
き
な
被
害
も
無
く
３
月
１０
日
に
行

い

ま
し
た
農
業
及
び
生
活
用
排
水
路
清
掃
作
業

（総
人
夫
）
も
何
か
と
お
忙
し

い
中
、
町
内

の

皆
様

の
参
加
御
協
力

の
元
、
無
事
終
了
出
来

ま
し
た
事
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

年

々
高
齢
化
が
進
む
傾
向

で
す
が
、
今
後

は
少
し
で
も
多
く
の
若

い
方

々
の
参
加
御
協

力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

（中
野
誠
実
　
記
）

ヤ^

苺
　
ね

花
壇
だ
よ
り

３
月

１７
日

（
日
）
に
例
年
通
り
、
葉
ボ
タ
ン
か
ら
パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
等

（
５
種

１
２
０
０
株
）
の
植
え
替
え
作
業
を
お

こ
な

い
ま

し
た
。
少
し
寒

い
曇
り
空

の

中
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
壮
年
団
、
婦
人
会
、
町
内
役
員

の
方

々
の
協
力

の
お
か
げ
で
無
事

綺
麗
に
植
え
替
え
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　

　

　

（釜
谷
伊
織
　
記
）

―一― 一~~■
:f二: _
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己けん避うまち広報 (6)

】」一一，

第
９
回
能
美
線
ウ
オ
ー
ク
は
、
４
月
７
日
（
日
）
快
晴

の
な
か
五
間
堂
町
公
民
館

を
出
発
点
に
北
陸
鉄
道
旧
能
美
線
を
巡
る
約
７
ｋｍ
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
住
民
２４
名

が
春
の
桜
が
見
頃
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
完
歩
し
ま
し
た
。
ま
た
辰
口
福
社
会
館

で
は
、
美
味
し
い
お
弁
当
を
食
し
な
が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
企
画
に
ご
参
加
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
（釜
谷
伊
織
　
記
）

く・‐
―

餞
糾
鞄
甲
劣
調

争

翼4

五
間
堂
阿
ヘ

，
よ
う
こ
そ

て

新
し
く
２
組

の
ご
家
族
が
五
間
堂
町

町
内
会

の
仲
間
に
入
ら
れ
ま
し
た
。

l

|

任

田
　
清
和

・
ル
ミ

４
班

に
１
月

に
引

っ
越
し
て
き
ま
し
た

任
田
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小
林
　
秀
照

・
祐
実

４
班
に
２
月
に
引

っ
越
し
て
き
ま
し
た

小
林
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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(7) 己けんどうまち広報

ヒ
=令和6年能登半島地震 町内被 状況

2024年 1月 1日 イこ発生した能登半島地震で被災された方々に深くお見舞い、お悔やみ申し上げます。また凍てつく寒

さの中、連日身を挺して救援、復興に携わっている方々に深く感謝いたします。1日 も早く安心して平穏な日々を取り戻

されるようお祈り申し上げます。この地震により、町内でも道路や家屋等への被害が発生しました。いざ災害を経験

すると、持ち出すものや食料等の備蓄、避難場所など、備えられていないことが多かったと痛感しました。

災害は日時間わずに発生するものであり、改めて災害に備えることが重要だと認識させられました。今一度、家族や

周り人と災害について話をすることが大事だと思いました。                (釜 谷伊織 記 )

＼
ヽ

五
間
堂
町
で
は
防
災
士

の
資
格
取
得

者
が
４
名

に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和

４
年
９
月
に
五
間
堂
町
防
災
士
会
を
結

成
し
、
一
人
ひ
と
り

の
ス
キ

ル
ア

ツ
プ

と
地
域
防
災
力

の
向
上
を
め
ざ
し
、
安

全

で
安
心
な
五
間
堂
町

の
た
め
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

今
年
の
活
動
計
画

①
令
和
４
年
作
成
の
防
災
ガ
イ
ド
（水
害

編
）
の
更
新
と
、
（地
震
編
）
の
作
成
。配
付

②
防
災
と
な
り
組
カ
ー
ド
更
新

・
配
付

（毎
年
１
０
月
）

③
安
否
確
認
ル
ー
ル
の
整
備

④
町
内
会
が
実
施
す
る
防
災
訓
練

へ
の

協
力特

に
③

の
安
否
確
認
で
は
、
五
間
堂

町
町
内
会

の
公
式
ラ
イ
ン
に
よ
る
シ
ス

テ
ム
化
を
検
討
中
で
す
。
町
内

の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
有
用
な
内
容
を
発
信
し
て
い

ま
す

の
で
、
ま
だ
参
加
さ
れ
て
い
な

い

方
は
ぜ
ひ
公
式
ラ
イ
ン
ヘ
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
　

　

（澤
田
信
春
　
記
）

爛

防
災
士
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

至間堂町

地
域
欄
祉
委
員
会
一

令
和
６
年

の
地
域
福
祉
委
員
会
は
３

月
末
ま
で
に
幹
事
会
を
２
回
実
施
し
ま

し
た
。
今
年
は

い
き

い
き
サ

ロ
ン
、
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢

者
世
帯

の
粗
大
ご
み
回
収
を
変
わ
ら
ず

実
施

い
た
し
ま
す
。
ま
た
粗
大
ご
み
回
収

に

つ
い
て
は
年
間
を
通
じ
て
能
美
市

の

粗
大
ご
み
の
有
料
戸
別
収
集
も
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
＞」
ち
ら
に
つ
い
て
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

今
後
、
定
例
会
を
含
む
活
動
に
つ
い
て

も
適
宜
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

福
祉
活
動
に
皆
様

の
参
加
と
協
力
を

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（中
町
重
信
　
記
）

4 ヽ

|
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己けんどうまち広報 (8)

令和6年 行事予定 口  TOPICS 入学おめでとう:旅

入学おめでとう /し よヽ しヽよ楽しみにしてしヽた小学校

生涌ブD｀ 始まりますね。遊びに勉強に宿題 にと忙しく

なると思う けれど＼め しヽつばしヽ楽 しんで下 さいね。

困つた時にはあ父さんやあ
‐
母さん、先生や友達に話

して下さしヽ。みんな朝陽の力になつてくれるブD｀ らね。

自分を大切に、お友達を大切に、小学校の6年間たく

さんの思しヽ出を作つてしヽつてください/()畢 田大陸 )

慶弔だより

令和5年 12月 1日 ～令和6年 3月 31日

J

●
澤
田
　
朝
陽

　

（大
陸
）

ご
逝
去
を
悼
み
、
謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す
。

２
月
　
増
田
　
忠
志

85
歳

小
学
１
年
生

新
１
年
生
が
元
気
に
通
学
し
て
い
ま
す
。

周 日 隧 行 事 内 容

8 9月除く

年 間
毎月15日

能美市13、れあしヽ あしヽさつアー(土・日・祝日
は翌日、9月 2日 ～6日 [大強化週間)

1月

3 水 五間堂町町内会定期総会

7 日 能美市成人式(二十歳のつどしヽ)

14 日 左義長(子どもの広場)

3月
10 国 町内用排水路一斉清掃(生産組合)

17 日 花壇整備(葉牡丹→パンツー等)

4月

6～ 15 春の交通安全のぼり旗設置(中学校PTA)

7 日 第9回能美線ウオーク

15,16 月・火 五間堂伽羅倶神社春季例祭

21 日 五間堂町内施設点検

30 火 広報「畔道63号」発行

5月 19 日 スポーツフェスティノくルinねあがり

6月
中旬 花壇整備(パンジー等→サルビア等)

30 日 アメーノロ防除 (】土年団)

7月

7 日 よりよしヽ環境づくりの日(海岸清掃)

7 日 町内道路愛護アー (】土年団)

28 日 町内一斉美化運動

28 日 高齢者世帯の粗大己み収集

8月

上旬 夏休みラツオ体操(小学生・PTA)①

3 土 五間堂町夏まつり

4 日 前期町内会費集金

下旬 夏休みラツオ体操(小学生,PTA)②

9月 21～30 秋の交通安全のばり旗設置(中学校PTA)

10月

上旬 自主防災会総合防災訓練

上旬 花壇電飾の点灯(翌年2月頃まで)

16.17水 木 五間堂伽羅倶神社秋季例大祭

11月
上旬 花壇整備(サルビア等→葉牡丹)

上旬 町内レてフリエーンヨン大会(ポウリンク大会)

12月

1 日 五間堂町報恩語

1 日 後期町内会費集金

22 日 五間堂伽羅倶神社大祓じヽ

27 金 会計監査

30 月 広幸R「田半道64号」発イ子

能
美
市
立
痛
同
小
学
旗

各
釉

エハ
年
序

入

学

お
ぐ
や
み

ー
ー

春

の
訪
れ
と
共
に
新
年
度
が
始
ま
り
あ

っ

と

い
う

間
に
清

々
し

い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
皆
様
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ
た
と

存
じ
ま
す
。
新
し
い
環
境
で
の
業
務
や
学
業
、

ご
家
族

の
新
た
な

一
歩
に
心
か
ら
お
祝

い
申

し
上
げ
ま
す
。

元
旦
に
起
き
た
能
登
半
島
地
震
は
、
正
月

気
分
を

一
気
に
ふ
き
と
ば
し
ま
し
た
。
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方

々
と
ご
遺
族
に
心
か
ら
お
悔

や
み
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

３
月
に
開
業
し
た
北
陸
新
幹
線
は
、
美
し

い
風
景
を
眺
め
な
が
ら
東
京
か
ら
我
が
郷
土

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
多
く
の

利
用
者
に
愛
さ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

５
月
に
は
蔦
屋
書
店
か
ら
ゲ
ン
キ
ー
に
店

舗
が
新
た
に
開
業
予
定
で
す
。

今
後
も
五
間
堂
町
の
魅
力
的
な
情
報
を
お

届
け
し
ま
す

の
で
、
素
敵
な
時
間
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

（釜
谷
伊
織
　
記
）

広
報
委
員
会
委
員
長

歩
　
　
委
員

ク
　
　
委
員

ク
　
　
委
員

ク
　
　
委
員

ク
　
　
委
員

ク
　
　
委
員

ク
　
　
委
員

ク
　
　
委
員

″
　
　
委
員

ク
　
　
委
員

デ
ザ
イ
ン
・編
集

釜
谷
　
伊
織

廣
田
　
孝
司

角
越
　
茂
樹

角
谷
　
正
樹

寺
田
　
周
央

中
町
　
重
信

本
谷
　
利
博

中
野
　
誠
実

澤
田
　
信
市

秋
田
　
昌
彦

中
町
亜
希
子

澤
田
　
信
泰

発
　
行

五
間
堂
町
広
報
委
員
会
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